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1 ．はじめに
　20１５年 ５ 月１１日から ５ 月29日の 3 週間，マレーシアのクアラルンプールにあるマラ工科大学にて病院実習
をさせていただきました。来年，再来年もたくさんの後輩達がマレーシアで実習し，マレーシアの魅力を存
分に味わってきて欲しいので，マレーシアでの実習の魅力をできる限り伝えたいと思います。
2 ．マレーシアでの実習を選択した理由，動機
　選択制海外実習にはもともと興味があったのですが，英語に自信がなかったので，とりあえず話だけ聞い
てみようということで，去年行われた海外実習の報告会に参加しました。そこで，先輩方が現地で遊んでい
るたくさんの楽しそうな写真を見て，海外での実習に行くことを決めました。動機は単純でしたが，後から
思うと本当に行って良かったと心から思います。
3 ．実習に行くまでの準備
　夏にはマレーシアに行くことを決めていたので，
その時から英語の勉強を始めていれば良かったので
すが，先延ばしにしてしまい，本格的に始めたのは
１ 月からでした。そろそろ英語の勉強をやり始めな
いといけないと思い， １ 月からスカイプ英会話を始
めました。（ １ か月3980円で毎日30分，スカイプを
通して外国人との英会話）たったの ４ カ月では英語
を話せるようには到底なりませんでしたが，英語を
話すことに抵抗がなくなり，外国人を目の前にして
も 緊 張 しないまでにはなりました。 2 月 からはマ
レーシアに行くメンバー 3 人で集まり，週に １ 回の
ペースで英語の勉強会を始めました。１00casesとい
う英語の症例問題を使い， １ 人 １ 症例ずつプレゼンテーションするという形で進めていきました。 3 月から
は，キクタンメディカルという単語帳を使い，医学単語をたくさん覚えましたが，これは非常に役に立ちま
した。外来診療やレクチャーについていけるかどうかは，医学単語をどれだけ覚えていたかにかかっていた
なと後で実感しました。これからマレーシアに行く予定の人は，少しでも多くの医学単語を覚えていくと，
実習について行きやすく，より楽しめるのではないかと思います。
4 ．マレーシアでの生活について
　現地の学生と同じ寮で生活することになるのですが，とても綺麗で快適に暮らすことが出来ました。部屋
によるのですが，私の部屋はWiＦiも使うことが出来ました。生活用品は現地で安く買うことが出来るので
持っていかなくてもよかったなと何でも日本から持っていった私はとても後悔しました。洗面用具，お風呂
セット（シャンプー，リンスなど）台所用品，掃除用品，殺虫剤，ハンガーなどは全て持っていく必要があ
りませんでした。持っていくべきものとしては，電子辞書，変圧器，長袖の服（イスラム教では女子は肌を
見せないので，私も長袖長ズボンを着用していました。）スーツ（ジャケットは持っていったが着る機会が
なかった），国試，卒試の勉強道具（実習が終わってから，夜遊びに行くまでの時間，毎日 2 ～ 3 時間のフ
リータイムで勉強が出来ました）などです。
　ご飯は，毎日外食していましたが，一食，200～300円でした。学食に至っては70円ほどでお腹いっぱい食
べることが出来ました。かなり美味しかったです。
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5 ．マレーシアでの実習について
　私たちは，最初の 2 週間にプライマリーケア，最後の １ 週間で感染症科を回りました。現地の実習班に組
み込まれる形でした。プライマリーケアの実習では午前中は病院やそれより少し小さな診療所で，外来診療
の見学や糖尿病患者さんの壊疽の処置などをしました。外来では高血圧や糖尿病，喘息，肺炎，変形性膝関
節症など日本と変わらない疾患の患者さんが多かったです。一方で，“数日続く発熱”の鑑別を挙げる際には，
まずデング熱を挙げているところなど，東南アジア特有の症例も多く見ることができました。糖尿病の患者
さんの壊疽の洗浄や心電図をとるなどは一人の技師さんの下，全て学生が行っており，私も学生たちと一緒
にそれらをやらせていただきました。外来では，先生方から心電図所見を聞かれたり，鑑別を挙げるよう言
われたりと現地の学生と同じように扱われるので，大変なこともたくさんありましたが，現地の学生が助け
てくれるのでなんとかなりました。　
　外来診療の見学を通して，マレーシアでは，身体診察に重きを置いていることを実感しました。実際の患
者さんに協力していただいて，学生が身体診察の練習をし，先生がそれを補佐するといった場面もみられま
した。マレーシアでは，CTやMRIをするお金が十分にないので，身体診察を重視して，診断に至るのだと
おっしゃっていました。もう一つ，印象に残ったことは，教育の仕方です。学生に主体的に学ばせるスタン
スで，日本よりも学生の出来ることが多く，現地の学生は，患者さんの採血や切り傷の縫合などを積極的に
やらせてもらえるそうでした。また問診や，身体診察を実際の患者さんに対してたくさん行っており，それ
に対して先生方のフィードバックも手厚い印象を受けました。
　午後は毎日，レクチャーがありました。糖尿病，避妊，ワクチン，腰部脊柱管狭窄症などいろんなテーマ
のレクチャーがありました。中には，学生によるレクチャーもありました。日本ではどうなのかということ
についてたくさん聞かれるのですが，いかに自分が日本の医療について知識がないかを思い知らされまし
た。答えられないと不甲斐ない思いをするのを身にしみて感じてからは，授業の前にテーマを友達に聞いて
おいて，入念に日本のことについて予習してから臨むようにしました。
　感染症課科の実習では，ロールプレイングをさせていただきました。与えられた症例に対して，私が医者
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役になり，学生の一人が患者役になり行いました。皆の前で拙い英語を披露したのは恥ずかしかったですが，
マレーシアの先生も学生も皆，優しく，私のカタコトの問診に付き合ってもらいました。これは本当に面白
かったです。デング熱の患者さんのいる病棟で回診もしました。
6 ．学生たちとの交流
　現地の学生は本当に親切です。外来やレクチャーでは，先生の話す英語が速く，ついていけないことがた
くさんありましたが，学生がいつも気にかけてくれ，ゆっくり話してくれたり，分かりやすく言い直してく
れたり，それでも分からないとノートに書いてくれたり，本当にどんな場面でも彼らに助けてもらいました。
英語の苦手な私でもめげずに実習に参加出来たのは，現地の学生のおかげでした。また，平日の放課後は，
毎晩，夕食や買い物に連れて行ってくれました。時には平日でも観光名所に連れて行ってもらい，夜中に
帰ってくるということもありました。休日も，朝から晩まで遊びに連れて行ってもらいました。マレーシア
の観光名所はほとんど制覇出来たのではないかと思います。
7 ．イスラム文化について
　イスラム文化は本当に新鮮でした。クラスメイトと一緒にペナン島に 2 泊 3 日に旅行に行ったのですが，
朝起きてから夜寝ている時までずっと一緒にいるので，イスラム文化にどっぷりと浸かることが出来まし
た。イスラム教徒は一日に五回メッカの方角に向かってお祈りをするのですが，これは日本では経験するこ
とがなくとても新鮮でした。旅行中でも，決まった時間になればモスクに寄ってお祈りをします。朝 １ 番の
お祈りは寝室で行われたので，実際にお祈りしている姿を生で拝見することが出来，なんとも不思議な気持
ちになりました。日本では決して経験できない経験でした。また，有名な，豚とアルコールの禁止以外にも，
女性は家族以外の男性に肌を見せてはいけない，男女が肌を触れ合うことはいけない，犬も触れてはいけな
いなど厳格な決まりがしっかり守られており，異文化を肌で感じてきました。現地の学生にとっても，日本
の文化は面白いらしく，現地の学生と文化の違いについて話し合うのはお互いに新鮮で楽しかったです。
8 ．最後に
　今までの人生で最も濃い三週間といっても過言ではないくらい，とても充実した三週間でした。毎日が新
しい経験ばかりで，苦難と驚きとわくわくの連続でした。日本とは全く違う環境で，異なる文化を持つ人々
と過ごすことはとても刺激的で，また日本を離れてみて初めて日本の良さを強く実感しました。
　また自分の未熟さと英語力のなさを痛感したと同時に，自分が積極的に発言できること，英語は上手くな
いけどコミュニケーション能力は意外と高いことという自分の良いところに気づけました。
　今回の実習を通し，勉強面，それ以外の面でもモチベーションを高く保つための，新たな目標の定めるこ
とができました。
　今回の実習にあたり，ご尽力くださった山城清二教授をはじめ，海外選択実習を支えてくださった多くの
方々に，このような機会を与えてくださり，心から感謝いたします。ありがとうございました。
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